
去る２月16日、兵庫県保険医協会会議室にて

神戸医療センターの土屋貴昭先生を招いて医療

安全管理研修会が開催されました。私は未熟な

がらも司会の大役を兼ねて受講させていただき

ました。

講演は、100人中99人が感染対策を講じても、

一人が怠るとそこが感染の源となり院内感染を

起こさせてしまうため、医療機関に携わる全員

が正しい感染予防策を理解することの大切さを

説くことから始まりました。

そして、ウイルスから細菌、真菌に至るまで、

効果的な感染予防策について具体的かつ実践的

な環境整備や清掃方法、そして必要な用具や備
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神戸支部は２月16日、協会会議室で医療安全管理研修会を開催。「外来における院内感染対策」

をテーマに神戸医療センター呼吸器内科部長の土屋貴昭先生が講師を務め、49人が参加した。司会

を務めた加茂統良先生の感想を紹介する。

効果的な感染防止策を紹介する土屋先生

医療安全管理研修会 感想文
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(１面からのつづき)

品をその正しい使用方法とともにとても分かり

やすく教えていただきました。

私が今まで行ってきた、誤ったあるいは自己

流の感染対策を反省すると同時に、院内に備品

として置いている使い捨ての手袋やマスクの減

りが早いと、それらの購入経費の増加ばかりが

気になっていた心の狭い自分にも気付かせてい

ただきました。

今回の講演の終了後、何度も使い回していた

布製のフキンを廃止して、机や処置台の細菌除

去に効果的と教えていただいた環境クロス（第

四級アンモニウム塩と界面活性剤含有の不織布）

を新たに常備すべく注文し、流し台にぶら下げ

ていた布タオルをケース収納式のペーパータオ

ルに取り替えました。

さらには、手洗いや手指衛生の実行にあたり

しばしば問題となる、いわゆる手荒れが生じた

際には、ぜひ私の皮膚科を受診するようにと医

院の宣伝まで加えていただき、私個人にとって

もありがたい講演にしていただけたことに感謝

いたします。診療所レベルからの正しい感染対

策にて地域の医療安全に貢献していきたいと思

います。 【中央区 加茂 統良】
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北区社保協第23回定期総会を開催で森岡支部幹事会が記念講演

神戸北社会保障推進協議会は２月９日、北区

すずらんホールで第23回定期総会を開催し、議

案および予算案の採決と役員改選などを行った。

活動方針では、神鉄粟生線の存続、神戸電鉄

の料金支援、北神急行の市営地下鉄化などの交

通問題や、北区役所・鈴蘭台駅前再開発、兵庫

商業の跡地利用など、まちづくり要求を軸に、

国保や介護保険改善の運動に取り組むとしてい

る。

記念講演は、支部幹事の森岡芳雄先生が「小

児科医療から見る私達の医療・社会保障」をテー

マに、協会が行った神戸市内小児科医療機関に

対するアンケート調査結果を紹介。市内病院で

小児科の閉鎖・縮小が強まっている状況の中で、

３割の医師が「病床が足りているとは思わない」

と回答しており、中小病院の小児科閉鎖が大き

な影響を与えているとした。また、県下で進む

病院の統廃合についてもふれ、統廃合による悪

影響の実際を述べ、公立病院には果たすべき役

割があると強調した。

病院小児科の閉鎖問題を語る

小児科閉鎖の影響について講演する森岡先生
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